
凡例

：ホールエリア

：文化芸術エリア

：災害文化エリア

：広場エリア

：運営エリア

：共通エリア

：機械エリア
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05 断⾯計画

■全体計画
・景観計画による⾼さ制限(30m)により、⼤ホールフライタワーを⻄側に寄せ、ステージレベルを地盤⾯−4.3ｍの計画とする。
・1F交流イベントロビーを4層吹抜とし、⽂化芸術や災害⽂化等の多様な活動が交流し融合する空間を計画する。
・敷地南⻄側の⻘葉⼭⽅⾯から⾬⽔が敷地内に流⼊する恐れがあるため、基本的には重要設備を地下に設けず上階に配置す
る計画とする(地下に設ける場合は⽌⽔対策を講じる)。
・南側に配置したロビーの屋根を地上に向けて段々状に低く抑えつつ、⼤ホールのフライタワーを北⻄側に配置することで、敷
地南側の国際センター駅や屋外広場、敷地東側の広瀬川への圧迫感を低減しつつ開かれた計画とする。

■天井⾼さ、階⾼設定
・⼤ホールは舞台開⼝⾼さを14.5mとし、それに対応するようフライタワーの⾼さを33.8mとする。
・⼤ホール客席は視認性、⾳環境、客席へのアプローチや回遊性を考慮し、3層構成の計画とする。
・⼤ホール天井⾼さ及び形状は室内の⾳響に適した計画とする。
・⼩ホールは多⽬的に利⽤されることを想定し、ギャラリー⾼さを7.6m、天井⾼さを9.6mとする。
・ロビー側の各階天⾼を4m以内に抑え、吹抜部分の天⾼は20mとし多様な活動を受け⼊れるおおらかな空間として計画する。



3FL GL+10000

 GL+29500

1FL GL+1000

4FL GL+14300

2FL GL+6000

    GL+0

RFL GL+21000

Xc6Xc5Xc4Xc3Xc2Xc1 Xc7

Xa11 Xa12 Xa13 Xa14 Xa15 Xa17 Xa18 Xa19 Xa21 Xa22 Xa23 Xa25 Xa26 Xa27 Xa28 Xa29 Xa30 Xa31 Xa33 Xa34 Xa35 Xa37Xa10Xa9Xa7Xa6Xa5Xa4Xa3Xa2Xa1 Xa24 Xa32Xa16 Xa36Xa8 Xa20

Xb1 Xb2 Xb3 Xb4 Xb5 Xb6

Xc8

40009000 9000 9000 9200 5300 10500900090009000 9540 9540

中ノ瀬橋より

東側 桜の⼩径より

仙台城跡より

敷地南東より   
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06 施設外観
■施設外観
駅からの来館者に圧迫感を与えないよう、屋根をセットバックさせながら分節する
周辺の⽊ と々スケール感を近づけることで、⻘葉⼭の景観との調和を図る



リハーサル室⼩ホール

■⼤ホール：⽣の⾳に対する優れた⾳響性能を持つ2000 席規模のホール。

■⼩ホール
⽣の⾳の響きを重視し、演劇、舞踊、演芸など、様々な舞台芸術にも利⽤できる約350席のホール

■リハーサル室
⾳楽と舞台芸術の双⽅に対応し、⼤ホール公演のリハーサルのほか観客数200名程度の発表会の利⽤も
想定した空間

■その他：練習室12室（⼤・中・⼩）、ワークショップスタジオ

事務スペース

屋外展示

屋外展示

企画展示

屋外展示 多目的交流
スペース

市民活動ルーム

常設展B‐1 
シアター展示

大ホール 
ホワイエ

ゲートウェイ 
スペース

常設展B‐2

常設展B‐３

常設展B‐4

市民活動ルーム

２F災害⽂化エリア ゾーニングイメージ

３階交流イベントロビー・災害⽂化エリア

■災害⽂化エリア

交流ロビーの吹抜まわりに、円環状に配置することでひとつひとつの展⽰・活動が⼀
連の体験になる。さらに島状に展⽰や活動スペースを点在させることで、互いに適切
な距離を取りながらも、施設全体の他の機能と緩やかに繋がる。

コンサートホール形式 ⼆階席中央先端より プロセニアム劇場形式 ⼆階席中央先端より

コンサートホール形式 舞台より 
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08 災害⽂化エリア07 ホールエリア・⽂化芸術エリア
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10 設備計画09 構造計画
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11 ⾳響計画


